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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、異なるC末端UBXドメインを持つタンパク質をコードしています。ラットの相同タンパク質は、そのC末端領域を介して細胞周縁部のRho GTPaseのRndサブファミリーのメンバーと相互作用します。また、いくつかのヘテロ三量体Gタンパク質のGαサブユニットを介して相互作用し、Rho GTPaseの活性化を促進します。上流シグナル伝達経路を介してRho活性の促進と阻害において双方向の役割を果たすことが提案されています。この遺伝子の3'コード配列には、24ヌクレオチドのタンデムリピートの多型領域が含まれています。1.5～5個のリピートユニットを含む複数の転写産物が報告されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：RND1、RND2、RND3を介したアクチン細胞骨格の再編成に関与している可能性があります。 GNA12およびGNA13を介したRHOA活性化を促進する。,多型性:繰り返し数は多型であり、1から4まで変化する。,類似性:1つのSEPドメインを含む。,類似性:1つのUBXドメインを含む。,サブユニット:GNA12、GNA13、RND1、RND2、RND3と相互作用する。,
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	-
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	UBXD5抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	UBXD5抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

